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集 客  

｢つなぐ」「めぐる」鉄道と観光 

《｢鉄道沿線案内」の世界》 

 観光や旅行が庶民の生活文化のひとつ

のジャンルとして定着したのは、大正から昭

和にかけてのこととされます。経済的な閉塞

状況に覆われていたとされる当時の時代相

を思い浮かべるならば、「観光」や「旅行」の

ブームに浸ることができたのはごく一部の国

民層であったようにも思われます。しかし、鉄

道網の拡充に象徴される交通の近代化

が、観光や旅行といった明るい時代の雰囲

気をもたらしたことは事実です。 

 鉄路の延伸にあわせて、鉄道会社は経

営を安定させるために、さまざまな集客戦

略を張りめぐらせました。鉄道各社の「沿線

案内」には、そのような戦略が見え隠れしま

すが、あわせて、鉄道を歓迎した地域の熱

狂ぶりも感じ取ることができます。「沿線案

内」は、当時のトレンドであった鳥瞰図風の

沿線ガイﾄﾞＭＡＰに案内文が添えられ、

横長の折れ本、ハンディサイズで発行されま

した。「景勝地を体感する、神社仏閣や史

跡名勝をめぐる、湯に浸かる、舌鼓を打つ」

など、非日常に身をゆだね、旅情を満喫す

るすべがそこには述べられています。 

《山陽電気軌道（山陽電軌）》 

昭和戦前期、欧亜連絡の拠点としての

繁栄を見せていた下関。その喧騒の別世

界として熱視線を集めていたのが、「奥座

敷」川棚温泉、「歴史に富んだ城下町」長

府でした。山陽電軌は、大正期に川棚温

泉株を購入、昭和に入るとレジャーランド

「長府楽園地」の経営に乗り出し、観光の

創出に腐心していました。山陽電軌の経

営路線(電車とバス)が案内図中に赤く示

されており、下関近傍との交通ネットワーク

が形成されていたのです。日和山公園、

功山寺、覚苑寺、乃木神社などのサクラ

の名所が華やかに紹介されています。別の

「沿線案内」には、海水浴・汐干狩りの好

適地、納涼夜釣り(「小門の夜焚き」)、さ

らに、苺園・植物園・遊園地・浴場・競馬

場・球場などのレジャースポットも記されて

います。こうした集客戦略のモチーフは、小

林一三率いる「阪急電車」にあるとされま

す。鉄道沿線に、温泉・海水浴場・登山

道・動物園・植物園・遊園地を整備して

鉄道利用を促したのです。「長府楽園地」

が目指したのは、「西の宝塚」でした。 
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① 

「長門峡写真帖」         

田中義一文書1461ほか」 

見出し/資料名 

「渓谷美の絶景」長門峡、「奇

岩怪石の偉観」青海島、「東洋

一の洞窟」秋吉瀧穴。これら「三

大奇勝」に、温泉(湯田・俵山)

や歴史(萩・山口)の魅力を添え

た鉄道旅行案内が、門司鉄道

局や防長観光協会から数多く

発行されました。 

 

防長の観光 

(一般郷土史料Ｂ16) 

山陽電軌沿線案内（戸島家文書1〈27の26〉） 
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▲「下関長府名勝案内」（雨村家文書75） 

 

 

大正15年(1926)9月の宇部鉄道(現在のJR宇部

線)の全通記念で発行された「沿線案内」です(金子常

光画・日本名所図会社発行)。「炭都」から県下一の工

業都市へと成長を遂げた宇部市の殷盛の様子に加えて、

宇部鉄道沿線の見所が紹介されており、休日の都市近

傍の「ちょっとしたおでかけ」がそこから連想できます。    

近傍の常磐池の様子を眺めてみると、ボートの浮かんだ

水辺にはサクラが描かれています(県内有数のサクラの名

所として知られていました)。案内図裏面に印刷された紹

介文には、常盤池の四季折々の美観は「展望絶佳観桜

夕涼秋月観雪」と紹介され、市街地近郊の観光・行楽

のスポットとして意識されていたことがわかります。 

 また、沿線の海沿いには松原が描かれており、砂浜には

いくつかの海水浴場も開かれていました。阿知須南方の

日の山山頂には眺望施設として「パノラマ台」が描かれて

います。対岸の朝日山真照院も含めて、ハイキングによっ

て、瀬戸内海に浮かぶ「しまなみ」の穏やかな眺望が得ら

れたのです。車窓に繰り広げられる「秀麗明媚な周防灘」

と「雲烟模糊とした両豊」の眺望に「映える」ことが宇部鉄

道の旅の楽しみとされていたようです。 

《宇部鉄道》 

▲「宇部鉄道沿線名勝案内」（大島佐川家文書1510） 

《長門鉄道》 

 

 昭和11年(1936)4月に長門鉄道の関係者を中心に設

立された「西日本保勝会」の創立記念座談会の広告で

す。長門鉄道の利用促進を図る目的で、沿線の観光振興

の気運を高めるべく総決起集会が開かれたのです。 

 この広告は、大正7年(1918)に小月・西市間で開業した

長門鉄道の「沿線案内」でもあり、景勝地・史跡(東行庵・

霊峰華山・石柱渓・大寧寺・青海島など)に加えて、「青松

白砂」の浜辺、「月景色」に彩られた古刹、滝・淵などの

ビューポイントの数々、さらには、「船遊び」「潮干狩」「川船

遊び」「蛍狩り」「鮎狩り」「松茸狩り」など、自然のなかに

人々を誘導する数々のしかけが紹介されています。また、座

談会への参加費を元手に、サクラやモミジの植樹も計画され

ていたようです。そこには、鉄道旅行を軸に展開された、戦前

の観光開発の完成形を見て取ることができます。 

《観光地としての山口県》 

 昭和10年に刊行されたと思われる山口県防長観光協

会「防長の観光」(一般郷土史料B16)には 

本土の西端防長の地は、南は静かな瀬戸内に面し、北は荒れ狂ふ

日本海に臨み、南北の巾僅かに九里、自ら其処には変化に富む景

勝地を生んで居る。天下の三大奇勝長門峡、秋芳洞と青海島がそ

れであるが加ふるに史蹟に富む山口と萩、其の上旅塵を払ふに豊富

な温泉点在し観光には最適の地である 

とあります。鉄路がつないだ多彩な観光地をそこに見ることが
できます。 

▲西日本保勝会設立趣意書（一般郷土史料Ｂ143） 


